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このマニュアルについて
こ のマニ ュ アルでは、 Java ク ラ ス  ラ イ ブ ラ リ を使用し て Pervasive PSQL
v11 SP1 アプ リ ケーシ ョ ン開発を行 う 場合について説明し ます。
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このマニュアルの読者

こ のマニュ アルは、 Pervasive PSQL に精通し 、 Java ク ラ ス  ラ イ ブラ リ を使用

し てアプリ ケーショ ンを開発し たいユーザー向けにデザイ ンさ れていま す。

本ソ フ ト ウ ェ アの全般的な使用手順やほかのデータベース  ア ク セス方法

については説明し ていません。
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このマニュアルの構成

『Java Class Library Guide』 は、 以下のセ ク シ ョ ンに分かれています。

第 1 章 「Pervasive Java イ ン ターフ ェ イ スの概要」

こ の章では、Pervasive の Java イ ン ターフ ェ イ スについて、 また こ のイ

ン ターフ ェ イ ス を  Pervasive ト ラ ンザ ク シ ョ ン エンジン と 組み合わせ

て使用する方法について概説し ます。

第 2 章 「Java ク ラ ス  ラ イブラ リ を使ったプロ グ ラ ミ ング」

こ の章では、Pervasive Java イ ン ターフ ェ イ スの Java ク ラ スについて概

説し ます。 また、 一般的なアプ リ ケーシ ョ ン タ ス ク またはアプレ ッ ト

タ ス ク の一連の手順を示すほか、 こ の手順と、 新しいイ ン ターフ ェ イ

スによ る  Pervasive PSQL データベース  アプ リ ケーシ ョ ンの開発 と の

関係を示し ます。

こ のマニュ アルの巻末には索引が用意されています。
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表記上の規則

特段の記述がない限り、 コマンド構文、 コード、 およびコード例では、 以下の

表記が使用されます。

大文字小文字の

区別

通常、 コマン ド と予約語は、 大文字で表記されます。 本書で

別途記述がない限 り 、 これらの項目は大文字、 小文字、 あ る

いはその両方を使っ て入力で き ます。 た と えば、 MYPROG、

myprog、 または MYprog と 入力する こ と ができ ます。

太字 太字で表示 さ れる単語には次の よ う な も のがあ り ます。 メ

ニュー名、 ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク ス名、 コマン ド、 オプシ ョ ン、

ボタ ン、 ステー ト メ ン ト など。

固定幅フ ォ ン ト 固定幅フ ォ ン ト は、 コマン ド構文など、 ユーザーが入力する

テキス ト に使われます。

[ ] 省略可能な情報には、 ［log_name］ の よ う に、 角かっ こ が使

用されます。 角かっ こ で囲まれていない情報は必ず指定する

必要があ り ます。

| 縦棒は、 [file name | @file name] のよ う に、 入力する情報の選

択肢を表し ます。

< > ＜＞ は、 /D=<5|6|7> のよ う に、 必須項目に対する選択肢

を表し ます。

変数 file name のよ う に斜体で表されている語は、 適切な値に置き

換え る必要のあ る変数です。

. . . ［parameter. . .］ のよ う に、 情報の後に省略記号が続 く 場合は、

その情報を繰 り 返し使用でき ます。

::= 記号 ::= は、 あ る項目が別の項目用語で定義されている こ と

を意味し ます。 た と えば、 a::=b は、 項目 a が b で定義されて

いる こ と を意味し ます。
x



1
Pervasive Java インターフェイス
の概要
Pervasive Java イ ン ターフ ェ イ スは、 標準の Btrieve API に追加されるオブ

ジェ ク ト 指向のイ ン ターフ ェ イ スです。

こ の章では、 以下の項目について説明し ます。

「Pervasive Java イ ン ターフ ェ イ ス」

「環境設定の方法」

「PVideo Java サンプル アプ リ ケーシ ョ ンの実行」

「PVideo アプ リ ケーシ ョ ンのソースの表示」

「Pervasive の開発者用 リ ソース」

「次に行 う こ と」
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Pervasive Java イ ン ターフ ェ イスの概要
Pervasive Java イ ン ターフ ェ イス

Pervasive Java ク ラ スは Pervasive の Btrieve イ ン ターフ ェ イ スへのイ ン ター

フ ェ イ スです。

Java ク ラス ラ イブ ラ リ と  Btrieve
Pervasive の リ レーシ ョ ナル イ ン ターフ ェ イ スでは、 列レベルでのデータ

ベースへのア ク セスが可能です。 一方、 ト ラ ンザ ク シ ョ ナル イ ン ターフ ェ

イ スであ る  Btrieve では、 フ ァ イル、 レ コードおよびイ ンデッ ク スによ る ア

ク セスのみが可能で、アプ リ ケーシ ョ ン  プロ グ ラ ム自体では Btrieve API 呼
び出しによ り 返されたデータ  バ ッ フ ァー内でフ ィ ール ド  レベルのア ク セ

ス を行 う 必要があ り ます。

SQL データベースでは、 データ辞書フ ァ イルに格納されているデータ辞書

で、 各列レベルの情報にア ク セスでき ます。

メ モ  Btrieve は、 「フ ァ イル、 レ コード、 フ ィ ール ド」 の用語を使用し

ています。 ただし、 このセ ク シ ョ ンでは、 Pervasive PSQL 辞書を持つ

データベース と併用でき る ク ラ スについて説明する場合は、 代わ り に

「テーブル、 行、 列」 と い う 用語を使用し ます。

こ の API の目的は、 単に Java や C++ のよ う なオブジェ ク ト 指向言語への

イ ン ターフ ェ イ ス を提供する と い う こ と だけでな く 、 オブジェ ク ト 指向ア

プ リ ケーシ ョ ンに適する論理構造を提供する こ と にあ り ます。

オブジェ ク ト 指向 API の設計では、 次の目標に取 り 組んでいます。

Btrieve アプ リ ケーシ ョ ン開発者に一連の抽象化を提供する。

使いやすさ を保証する。

プラ ッ ト フ ォームに依存するバイ ト オーダーを隠す。

開発者が Btrieve システムのすべての機能を使用でき る よ う にする。

ト ラ ンザク シ ョ ナル イ ン ターフ ェ イ スのパフ ォーマン ス を損なわな

いよ う にする。

Java の登場後 ま も な く 、 デー タ ベー ス  イ ン タ ー フ ェ イ ス と し て Java
Database Connectivity （JDBC） が導入されま し た。 JDBC は、 データベース

開発者の間にますます普及しつつあ り ます。新しい Pervasive Java API の設

計では、モデル と し て JDBC API を使用し、JDBC で使用されている ア イデ

ア と手法の多 く を利用し ています。 ただし、 JDBC は、 SQL と一般的に リ

レーシ ョ ナル モデルをサポー ト する よ う 設計されている ため、い く つかの

新しい概念を導入する必要があ り ま し た。 その一方で、 こ の API セ ッ ト は

ト ラ ンザク シ ョ ナル Btrieve もサポー ト し ます。
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Pervasive Java イ ン ターフ ェ イス
既に述べた よ う に、 Btrieve アプ リ ケーシ ョ ンが SQL データベースに属す

るデータ  フ ァ イルにア ク セスする場合、新しい API 呼び出しはデータベー

スの辞書に格納されている列の記述を使用でき ます。 SQL データベースの

一部ではない Btrieve データ  フ ァ イルの場合、 新しい API はこれらのフ ァ

イルにア ク セスする ための別の手段を提供し ます。

データベース コ ンセプ ト

SQL データベースに属さ ない一連の Btrieve データ  フ ァ イルは、 これまで

どお り 、アプ リ ケーシ ョ ン プロ グ ラ ムが論理的な意味でそれらのフ ァ イル

を 1 つに結合する場合にデータベース を構成し ます。 その よ う なデータ

ベース を 「疎結合型」 データベース と呼びます。 疎結合型データベースに

は、 データベース辞書があ り ません。 それに対し て、 SQL データベース を

「密結合型」 データベース と呼びます。 密結合型データベースには、 永続的

なデータベース辞書があ り ます。

Pervasive Java イ ン ターフ ェ イ スは、 使用する ク ラ スに応じ て、 高レベルで

も低レベルでも動作可能です。

密結合型データベース

Java イ ン ターフ ェ イ スの高レベルの部分は、 Btrieve のプ ロ グ ラ マが以前

扱っていたポジシ ョ ン ブロ ッ クおよびデータ  バッ フ ァーなど、実装の詳細

部分を隠し ます。

疎結合型データベース 

疎結合型データベース を現在持ってお り 、 新しい API の列レベルのサポー

ト を活用し たい と考えているユーザーは、 以下のオプシ ョ ンの う ちの 1 つ
を選択する必要があ り ます。

1 Pervasive Control Center を使用し て、 疎結合型データベースのデータ

ベース辞書を作成し ます。 実際には、 新しい API を使用する前にデー

タベースが密結合型データベースに切 り 替え られます。

2 新しい永続的な辞書を作成し、 新しい API を使用し てアプ リ ケーシ ョ

ン プロ グ ラ ム内で Btrieve フ ァ イルご と にテーブル、 列など を定義し

ます。 こ の場合、 データベースはプロ グ ラ ムによ って密結合型データ

ベースに切 り 替え られます。
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Pervasive Java イ ン ターフ ェ イスの概要
環境設定の方法

こ のセ ク シ ョ ンでは、 Pervasive Java イ ン ターフ ェ イ ス を使用する場合の適

切な設定について説明し ます。

「JDK のサポー ト 」

「CLASSPATH 環境変数」

JDK のサポー ト

Pervasive Java イ ン ターフ ェ イ スは、 JDK 1.4 以降のバージ ョ ンをサポー ト

し ています。

CLASSPATH 環境変数

Pervasive PSQL SDK では、Pervasive ク ラ ス を指すよ う に CLASSPATH 変数

を設定する必要があ り ます。

サンプル CLASSPATH は、 Pervasive PSQL が file_path\PSQL にイ ン ス ト ー

ルされてお り 、 Java Class Library SDK が file_path\PSQL\SDK\JCL にイ ン

ス ト ール さ れてい る こ と を前提 と し ます。 Pervasive PSQL フ ァ イ ルのデ

フ ォル ト の保存場所については、 『Getting Started with Pervasive PSQL』 の

「Pervasive PSQL フ ァ イルが イ ン ス ト ール さ れる場所」 を参照し て く だ さ

い。

CLASSPATH 環境変数を以下のよ う に変更する必要があ り ます。

SET CLASSPATH=.; file_path\PSQL\bin\psql.jar; 

file_path\PSQL\SDK\JCL\Samples\PVideo\pvideoj.jar; 

file_path\PSQL\SDK\JCL\Samples\PVideo; 

file_path は Pervasive PSQL のイ ン ス ト ール場所です。

Windows CLASSPATH

あ る  Pervasive ク ラ ス  フ ァ イルが見つから ない と い う エラーが発生し た場

合、 コ ン ト ロール パネルで設定されているユーザー CLASSPATH 変数が、

Pervasive パスが設定さ れている シ ス テム  CLASSPATH 変数を上書き し て

いる可能性があ り ます。

以下の手順で Windows の設定を確認し、 必要に応じ て修正し て く ださい。

1 ［ス ター ト ］ メ ニューから ［コ ン ト ロール パネル］ にア ク セス し ます。

2 ［システム］ をダブルク リ ッ ク し ます。

3 ［詳細］ タブまたは ［詳細設定］ タブを選択し、 ［環境変数］ を ク リ ッ

ク し ます。
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環境設定の方法
4 Pervasive パスは、 システム変数に含まれています。 ユーザー環境変数

で、 CLASSPATH が存在するかど う かを確認し ます。 存在し ない場合、

何 も する必要はあ り ません。 存在する場合、 ユーザー変数の先頭に

%CLASSPATH%; を付けます。
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Pervasive Java イ ン ターフ ェ イスの概要
PVideo Java サンプル アプ リ ケーシ ョ ンの実行

PVideo サンプル アプ リ ケーシ ョ ンは、 Pervasive Java イ ン ターフ ェ イ スの

機能を利用し て作成されています。

サンプル アプ リ ケーシ ョ ンを実行するには

1 Pervasive SDK Java Pvideo フォ ルダーを開き ま す。 デフォ ルト の場所に

イ ンス ト ールする 場合、 こ の場所は file_path\PSQL\SDK\JCL\samples\
pvideo です。

Pervasive PSQL フ ァ イルのデフ ォル ト の保存場所については、『Getting
Started with Pervasive PSQL』 の 「Pervasive PSQL フ ァ イルがイ ン ス ト ー

ルされる場所」 を参照し て く ださ い。

2 PVIDEOJ.BAT ア イ コ ンをダブルク リ ッ ク し ます。

以下のアプ リ ケーシ ョ ン ウ ィ ン ド ウが表示されます。

図 1  PVideo サンプル アプ リ ケーシ ョ ンのメ イ ン ウ ィ ン ド ウ - Java
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PVideo アプ リ ケーシ ョ ンのソースの表示
PVideo アプ リ ケーシ ョ ンのソースの表示

PVideo サンプル アプ リ ケーシ ョ ンの Java ソース  フ ァ イルは、Java Archive
フ ァ イルに格納されています。 これらのフ ァ イルを抽出し て、 Btrieve テー

ブルに接続する  Pervasive Java イ ン ターフ ェ イ スの実例を得る こ と ができ

ます。

以下の手順では、 JDK がイ ン ス ト ールされ、 その BIN デ ィ レ ク ト リ がパス

に設定されている こ と を仮定し ています。

Java ソース フ ァ イルを解凍するには

1 コマン ド  プロ ンプ ト で、 以下のよ う に入力し ます。

cd \psql\sdk\jcl\samples\pvideo

2 次に、 JAR コマン ド を入力し ます。

jar -xvf source.zip

ソース  フ ァ イルが、現在のデ ィ レ ク ト リ と  PSQL\SDK\JCL\samples\pvideo
内のサブデ ィ レ ク ト リ に展開されます。

Pervasive PSQL フ ァ イ ルのデ フ ォ ル ト の保存場所については、 『Getting
Started with Pervasive PSQL』 の 「Pervasive PSQL フ ァ イルがイ ン ス ト ール

される場所」 を参照し て く ださい。

Java Archive フ ァ イ ルの詳細につい て は、 http://java.sun.com/docs/books/
tutorial/index.html を参照し て く ださい。
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Pervasive Java イ ン ターフ ェ イスの概要
Pervasive の開発者用リ ソース

Java イ ン ターフ ェ イ ス を使用し てアプ リ ケーシ ョ ン を開発する際の情報

は、 以下の Web サイ ト で得る こ と ができ ます。

Web サイ ト のア ド レス

Javadoc 形式のリ フ ァ レンス

Java ク ラ ス  ラ イブラ リ に付属の Javadoc 形式の ド キ ュ メ ン ト では JCL ベー

スのアプ リ ケーシ ョ ンで使用される ク ラ ス と メ ソ ッ ド の リ フ ァ レン ス を提

供し ます。

Java ク ラス ラ イブ ラ リ用の Javadoc リ フ ァ レンスを開 く には

1 JCL.zip をインス ト ールしたフォルダーを指定し ます。 た と えば、 この

JCL.zip を C:\SDK に解凍 し た場合は C:\SDK\JCL\doc\jajp\

javadoc  フ ォルダーを開き ます。

2 Web ブラ ウザーを使用し て index.html を開き ます。

サイ ト Web ア ド レス

Sun Java Web サイ ト http://java.sun.com

Sun Java チュー ト リ アル http://java.sun.com/docs/books/tutorial
8



次に行う こ と
次に行う こ と

こ れまでの説明で、 Pervasive Java イ ン ターフ ェ イ スの内容について理解

し、 適切な環境設定に関し て十分な知識を得ま し た。 次の章では、 Java イ
ン ターフ ェ イ ス を使用し てデータベース  アプ リ ケーシ ョ ン を作成する方

法について説明し ます。
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Pervasive Java イ ン ターフ ェ イスの概要
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2
Java ク ラ ス ラ イブラ リ を使っ た
プログラ ミ ング
こ の章では、 以下の項目について説明し ます。

「Pervasive Java イ ン ターフ ェ イ スのク ラ ス階層」

「主要な ク ラ ス と メ ソ ッ ド の概要」

「Java アプ リ ケーシ ョ ンにおける一連の手順」

「Java ク ラ ス  ラ イブラ リ 使用時の最初の手順」

「Java データ型の問題点」

「サンプル データベース  フ ァ イル」

「追加の Java サンプル」
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Java ク ラス ラ イブ ラ リ を使ったプログラ ミ ング
Pervasive Java イ ン ターフ ェ イスのク ラス階層

こ こ では、新しい Pervasive Java イ ン ターフ ェ イ スのク ラ スについて説明し

ます。

「フ ァ ク ト リ 」 パターンを適用する こ と によ り 、Driver、Timestamp、FieldDef
および PsqlException を除 く 、 ほ と んどすべてのク ラ スは （単一または複数

の） ほかのク ラ スの メ ソ ッ ド を通し てのみ作成でき ます。 ク ラ スの説明で、

パブ リ ッ ク  コ ン ス ト ラ ク ターが使用でき ない場合、 ラベル Constructors の
下にコ ン ス ト ラ ク ターの リ ス ト は表示されません。

Pervasive Java イ ン ターフ ェ イ スには、 API の メ ソ ッ ド を呼び出すと きに発

生す る エ ラ ー状態 を 処理す る 特別な ク ラ ス  PsqlException が あ り ま す。

PsqlException は、 java.lang.Exception を拡張し ます。 Pervasive Java ク ラ スの

個々の メ ソ ッ ド は PsqlException を返し ますが、簡略のために以下の節は メ

ソ ッ ド定義から省略されています。

throws PsqlException
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Pervasive Java イ ン ターフ ェ イスのク ラス階層
図 2 に、 すべてのク ラ ス と ク ラ ス間の関係を示し ます。

図 2  Java API のク ラス階層

Pervasive Java イ ン ターフ ェ イ スのク ラ スは、 以下の 3 つのグループに分類

でき ます。

「一般ク ラ ス」

「Rowset フ ァ ミ リ  ク ラ ス」

「Cursor フ ァ ミ リ  ク ラ ス」
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Java ク ラス ラ イブ ラ リ を使ったプログラ ミ ング
一般ク ラス

以下のク ラ スは、 一般ク ラ スのグループに属し ます。

Driver

Session

Database

Timestamp

PsqlException 

これらのク ラ スは、 密結合型データベース と疎結合型データベースの両方

に使用でき ます。

Rowset フ ァ ミ リ  ク ラス

以下のク ラ スは、 Rowset フ ァ ミ リ  ク ラ ス  グループに属し ます。

Table

Rowset

Buffer

Row

Index

DBMetaData

TableMetaData

RowSetMetaData

ColumnDef

IndexMetaData 

こ れ ら の ク ラ ス は Pervasive PSQL デー タ ベー ス の辞書に見 ら れ る メ タ

データ を使用するので、 密結合型データベースにのみ適用でき ます。

Cursor フ ァ ミ リ  ク ラス

こ れは、 Pervasive Java イ ン ターフ ェ イ スの低レベル部分です。 こ の イ ン

タ ーフ ェ イ ス部分を使用す る 場合、 ポジシ ョ ン  ブ ロ ッ ク、 デー タ  バ ッ

フ ァーやその他 Btrieve API 特有のプロ グ ラ ミ ング要素を処理する必要が

あ り ます。

メ モ  Btrieve ファ イ ルに DDF がない場合は、 Java イ ンタ ーフェ イ ス の

こ れら のク ラ ス を使用し なければなり ま せん。 データ 用の DDF ファ イ

ルは、Pervasive Control Center ユーティ リ ティ を使用し て作成でき ま す。

詳細については、『 Pervasive PSQL User's Guide』 を参照し てく ださ い。
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Pervasive Java イ ン ターフ ェ イスのク ラス階層
以下のク ラ スは、 Cursor フ ァ ミ リ  ク ラ ス  グループに属し ます。

SCursor

XCursor

FieldDef

これらの ク ラ スは メ タ  データ を使用せず、 従来の Btrieve オペレーシ ョ ン

（BTRV メ ッ セージなど） を直接サポー ト し ます。 し たがって、 これらのク

ラ スは一般に疎結合型データベースに適用されます。 ただし、 これらのク

ラ ス を使用し て、DDF とデータ と の密結合型データベースのテーブルを格

納するデータ  フ ァ イルにア ク セスする こ と も でき ます。 （しかし、 後者で

は 「Rowset フ ァ ミ リ 」 を使用するほ う が便利です。） 
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Java ク ラス ラ イブ ラ リ を使ったプログラ ミ ング
主要なク ラス と メ ソ ッ ドの概要

以下に、基本的な Java アプ リ ケーシ ョ ンに関連する主な ク ラ ス と メ ソ ッ ド

を示し ます。

主なクラスとメソッド 使用目的

Driver

establishSession
killAllSessions

1 つまたは複数のセ ッ シ ョ ンの確立。

すべてのセ ッ シ ョ ンの停止。

Session

connectToDatabase
startTransaction
commitTransaction
abortTransaction

データベースへの接続。

ト ラ ンザク シ ョ ンの処理。

Database

getTable
getTableNames
createxCursor

テーブル名と テーブルの取得。

xCursor を作成し、 必要に応じ て低レベルのオペ

レーシ ョ ンを実行。

Table

getTableMetaData
createRowSet

テーブル データへのビ ューであ る  RowSet の作成。

テーブルに関する メ タ  データ情報の取得。

TableMetaData

getIndexNames
テーブルか らのイ ンデッ ク スの取得。

RowSet

createRow
insertRow
deleteRow
updateRow
getNext
getByIndex
reset

テーブルの一部の取得。

行情報の更新。
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主要なク ラス と メ ソ ッ ドの概要
Pervasive PSQL Java Class Library リ フ ァ レ ン ス （Javadoc） に表示される ク

ラ ス と メ ソ ッ ド はほかにも あ り ますが、 これらはアプ リ ケーシ ョ ンで最も

頻繁に使用する ク ラ スです。

Java イ ン ターフ ェ イ ス  ク ラ スの構造はフ ラ ッ ト です。 これらのク ラ ス間に

継承関係はあ り ません。

DRIVER

Driver は Session を確立し ます。 Driver を使用し て、 必要な個数の Session
オブジェ ク ト のイ ン ス タ ン ス を作成でき ます。KillallSessions メ ソ ッ ド はソ

ケ ッ ト 接続、 データベース接続、 開いている フ ァ イル、 システム  リ ソース

を ク リ ーンア ッ プするので、 こ の メ ソ ッ ド を使用し てアプ リ ケーシ ョ ンを

停止する こ と もでき ます。

SESSION

Sessions は ド ラ イバー と の接続を使用し て、 URI によ るデータベースへの

接続および ト ラ ンザク シ ョ ンの開始と終了を行 う こ と ができ ます。

DATABASE

こ のク ラ スでイ ン ス タ ン スが作成されるオブジェ ク ト は、 データベース自

体です。こ のク ラ スの メ ソ ッ ド を使用すれば、開発者は密結合型データベー

スの場合にテーブル名、 テーブルなど を取得し た り する こ と ができ ます。

疎結合型データベースの場合、 開発者は Extended オペレーシ ョ ンなどの

Btrieve に似た使い慣れた API でア ク セスでき ます。

RowSetMetaData

AddColumns
DropColumns
AddFirstTerm
SetAccessPath
SetDirection

列の追加または削除。

WHERE 句の機能の実行。

ナビゲーシ ョ ンの方向の変更。

Row

getString
setString
getFloat
setFloat

RowSet によ り 取得し たデータ を実際に更新。

主なクラスとメソッド 使用目的
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Java ク ラス ラ イブ ラ リ を使ったプログラ ミ ング
TABLE

こ の ク ラ スのイ ン ス タ ン スは、 テーブルをオブジ ェ ク ト と し て表し ます。

Table オブジ ェ ク ト を使用し て、 行セ ッ ト を作成し、 テーブルに関する メ

タ  データ情報を取得でき ます。

ROWSET

RowSet は、 非常に重要な ク ラ スです。 この ク ラ スは、 関連するテーブルの

行にア ク セスする場合に使用し ます。 また、 こ のク ラ スの メ ソ ッ ド から行

を挿入、 更新および削除でき ます。

こ のク ラ スのイ ン ス タ ン スは、ベース  テーブルから得られる一連の行を表

し ます。 ベース  テーブルを見る も う  1 つの方法であ る RowSet は、 物理的

に格納されたテーブルから作成された仮想テーブル （ビ ュー） です。

メ モ  こ のオブジ ェ ク ト を作成で き る のは、 Table の createRowSet メ

ソ ッ ド を使用し た場合のみです。

行セ ッ ト には、ベース  テーブルのすべての行または行のサブセ ッ ト を含め

る こ と ができ ます。 addFirstTerm、 addAndTerm などの RowSetMetaData 内
の多数の メ ソ ッ ド は、ベース  テーブルからのどの行を行セ ッ ト に組み込む

かを決定する制限基準の条件を指定する場合に使用し ます。

行セ ッ ト には、 ベース行のすべての列を含める こ と も、 ベース行から任意

の個数の列を選択 し て含め る こ と も で き ます。 RowSet オブジ ェ ク ト が

Table.createRowSet で作成された場合、こ のオブジェ ク ト は呼び出しで明示

的 ま た は暗黙に指定 さ れた noColumns の値に従 っ て初期化 さ れ ま す。

noColumns に True を指定する と、行セ ッ ト に列が含まれません。こ の場合、

ア プ リ ケーシ ョ ン では、 RowSetMetaData.addColumns を呼び出す こ と に

よ っ て、 選択 し た列を行セ ッ ト に含め る こ と がで き ます。 noColumns に
False を指定し た り 、 引数 と し て含めない場合、 作成 さ れた RowSet には

テーブルのすべての列が含まれます。

通常、 アプ リ ケーシ ョ ンは行セ ッ ト を開いた り 閉じ た り する必要はあ り ま

せん。関連するデータ  フ ァ イルは RowSet オブジェ ク ト の作成時に開かれ、

また、 アプ リ ケーシ ョ ンが RowSet.close を明示的に呼び出すか、 あ るいは、

さ らに高レベルの関連オブジェ ク ト 、 た と えば、 Table、 Database などを閉

じ た結果と し てデータ  フ ァ イルが閉じ られます。

行セ ッ ト の要素は、 Row オブジェ ク ト を通じ てア ク セスでき ます。 行を取

得する複数のオプシ ョ ンがあ り ます。

Rowsets の詳細については、 Pervasive PSQL Java Class Library リ フ ァ レン ス

（Javadoc） の pervasive.database.RowSet ク ラ ス を参照し て く ださい。
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主要なク ラス と メ ソ ッ ドの概要
ROW

こ の ク ラ スのイ ン ス タ ン スは、 RowSet 内の行の行バッ フ ァーを表し ます。

Row ク ラ スによ って、行、および行内の列の値にア ク セスでき ます。RowSet
を使用し て、 行の取得、 更新または削除を行った り 、 挿入のための行を作

成する こ と ができ ます。

こ の ク ラ スには独自の メ ソ ッ ド があ り ませんが、 Buffer から継承された メ

ソ ッ ド を使用し て行バッ フ ァー内で列の値を取得または設定する こ と がで

き ます。
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Java ク ラス ラ イブ ラ リ を使ったプログラ ミ ング
Java アプ リ ケーシ ョ ンにおける一連の手順

以下の一連の手順は、 アプ リ ケーシ ョ ン またはアプレ ッ ト で通常使用され

ます。 最初の 2 つの手順は、 密結合型データベースでも、 疎結合型データ

ベースでも同じです。

1 実行環境と し て使用される  Session のイ ン ス タ ン ス を設定し ます。

（Driver は静的ク ラ スなので、イ ン ス タ ン ス化する必要はあ り ません。）

また、 アプ リ ケーシ ョ ン またはアプレ ッ ト で複数のセ ッ シ ョ ンを作成

する こ と もでき ます。

2 URI を指定する  Session.connectToDatabase() を呼び出し て、

データベースの Database オブジ ェ ク ト を取得し ます。 データベース

URI の詳細については、 『Pervasive PSQL Programmer's Guide』 を参照

し て く だ さ い。 また、 ア ク セスする個々のデータベース ご と に、 1 つ
のセ ッ シ ョ ン内で複数の Database オブジ ェ ク ト を取得する こ と も で

き ます。

こ こ で、 「ケース  1 ： アプ リ ケーシ ョ ンが密結合型データベースのテーブル

にア ク セスする」 （Btrieve データベースは DDF を使用） または 「ケース  2 ：

疎結合型データベースのデータ  フ ァ イル、 または密結合型データベースの

テーブルを標準的な方法で格納するデータ  フ ァ イルにアプ リ ケーシ ョ ン

がア ク セスする」 を選択し て く ださい。

ケース 1 ： アプ リ ケーシ ョ ンが密結合型データベースのテー
ブルにアクセスする

3 オプシ ョ ン と し て、 アプ リ ケーシ ョ ンがデータベースのテーブル名を

認識し ていない場合は、 Database.getTableNames を呼び出し て

テーブル名を取得し ます。

4 Database.getTable を呼び出し て、 作業する テーブルご と に Table
オブジェ ク ト を取得し ます。

5 オプシ ョ ン と し て、 アプ リ ケーシ ョ ンが辞書から列の名前またはイ ン

デ ッ ク ス の名前 を 取得す る 必要が あ る 場合は、 テ ーブ ル ご と に

TableMetaData オブジェ ク ト を取得し ます。

6 ア プリ ケ ーシ ョ ン で処理する テ ーブルご と に、 少な く と も 1 つの

RowSet オブジェ ク ト を作成し ま す。RowSet オブジェ ク ト は、データ の

取得と 変更に使用し ま す。 テーブルのすべての列を含むか、 ま ったく

含ま ない行セッ ト を作成でき ま す。 手順 7 の詳細を参照し てく ださ い。
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テーブル内をナビゲー ト する際に、 複数のカレンシー （位置） を保持

し なが ら同時にテーブルを処理し たい場合、 アプ リ ケーシ ョ ンでは、

1 つのテーブルに対し て複数の RowSet を作成し ます。所定のテーブル

の RowSet オブジ ェ ク ト は、 アプ リ ケーシ ョ ンの実行中いつで も使用

でき ます。 つま り 、 異なる イ ンデッ ク ス、 異な る条件などによ る取得

に使用でき ます。

7 所定の行セ ッ ト に対し て

a. 行セ ッ ト の RowSetMetaData オブジェ ク ト を取得し ます。

b. 行セ ッ ト が列を含めずに作成された場合は、 必要な列を定義に追

加し ます。

c. 必要であれば、 行のデフ ォル ト の特性、 た と えば、 方向、 ア ク セ

ス  パスなどを変更し ます。

d. ベース  テーブル内の選択し た行のみを 1 つの行セ ッ ト に含める

場合は、 選択条件、 た と えば、 addFirstTerm、 addAndTerm など を

定義し ます。

e. Row オブジェ ク ト を取得する ための RowSet.getNext メ ソ ッ ド を

呼び出し ます。 オプシ ョ ン と し て、 RowSet のほかの メ ソ ッ ド、 た

と えば、 getByIndex、 getbyPercent、 insertRow、 updateRow な ど を

呼び出し ます。

f. 行で列の値を取得または設定するには、 Row の メ ソ ッ ド、 た と え

ば、 getString、 setString、 getInt などを呼び出し ます。

メ モ  手順 a ～ d はオプシ ョ ンであ り 、 また、アプ リ ケーシ ョ ンにも よ

り ますが、 行セ ッ ト によ っては必要でない場合があ り ます。

ケース 2 ： 疎結合型データベースのデータ  フ ァ イル、 または
密結合型データベースのテーブルを標準的な方法で格納する
データ  フ ァ イルにアプ リ ケーシ ョ ンがアクセスする

3. アプ リ ケーシ ョ ンが動作する個々のデータ  フ ァ イルに対し て、SCursor
オブジェ ク ト または XCursor オブジェ ク ト を作成し ます。 XCursor は、

こ のフ ァ イ ルに対 し て Extended get オペレーシ ョ ン ま たは Extended
step オペレーシ ョ ンが実行される場合のみ必要です。 オプシ ョ ン と し

て、 複数の位置を同時に保持し ながら、 並行し てフ ァ イルを処理し た

い場合、 アプ リ ケーシ ョ ンで同一フ ァ イルに対し て複数の Cursor オブ

ジェ ク ト を取得する こ と ができ ます。

4 SCursor.BTRV を使用し て、 従来の Btrieve オペレーシ ョ ン、 た と えば、

open、 get、 step、 insert など を実行し ます。
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メ モ  XCursor は SCursor の拡張なので、 XCursor 上で BTRV メ ソ ッ ド

を使用でき ます。

5 オプシ ョ ン と し て、データ  フ ィ ール ド にい く つかの FieldDef オブジェ

ク ト を定義し た り 、 これらのフ ィ ール ド  オブジェ ク ト を使用し て選択

基準、 た と えば、 XCursor.addFirstTerm などを設定し て抽象 リ ス ト を定

義し た り 、getNextExtended のよ う な メ ソ ッ ド を使用し て オペレーシ ョ

ンを実行し ます。

6 SCursor （XCursor） オブジェ ク ト のプラ イベー ト  データおよびキー

バッ フ ァーでフ ィ ール ド の値を取得または設定するには、 getDString、

setKString、 getDInt4 などの メ ソ ッ ド を呼び出し ます。

以降では、 これらの概要手順について さ らに詳し く 説明し ます。
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Java ク ラス ラ イブ ラ リ使用時の最初の手順

Java Btrieve アプリ ケーショ ンを作成する には、ま ず以下の手順に従いま す。

1 「環境が正しいかど う かの確認」

2 「データベース と テーブルの作成」

3 「Pervasive データベースへの接続」

4 「テーブルの取得と行セ ッ ト の作成」

5 「行セ ッ ト 内での行間の移動」

6 「データの制限またはフ ィ ルター処理」

7 「行の挿入、 更新または削除」

8 「複数のオペレーシ ョ ンによ る ト ラ ンザク シ ョ ンへの結合」

9 「バイナ リ  ラージ オブジェ ク ト （BLOB） の格納 と取得」

環境が正しいかど うかの確認

環境が、「環境設定の方法」 で説明し ている よ う に正し く セ ッ ト ア ッ プ され

ているかど う かを確認する必要があ り ます。

また、psql.jar が CLASSPATH 環境変数内にあ るかど う かを確認し ます。 こ

の手順は、 イ ン ス ト ール手順で既に実行し ているはずです。 Pervasive Java
イ ン ターフ ェ イ ス  ク ラ ス  ラ イブラ リ 内のク ラ スにア ク セスするには、Java
ソース  フ ァ イルにパッ ケージを イ ンポー ト する必要があ り ます。

import pervasive.database.*;

データベース と テーブルの作成

現在、Pervasive Java イ ン ターフ ェ イ スのク ラ ス  ラ イブラ リ は、データベー

ス とデータベース  テーブルの作成をサポー ト し ていません。 これらの作業

を実行するには Pervasive Control Center を使用し ます。データベースのデー

タ辞書フ ァ イル （DDF） およびデータ  フ ァ イルを作成し た ら、 Java API ク
ラ ス を使用し てテーブルを追加し てア ク セスする こ と ができ ます。

Pervasive Control Center と テーブルの作成の詳細については、 『Pervasive
PSQL User's Guide』 を参照し て く ださい。

Pervasive データベースへの接続

Pervasive データベースに接続するには、 エンジンに直接接続し ます。
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URI を使用し てデータベースに接続するには

1 Driver から  Session オブジェ ク ト を取得し ます。

Session session = Driver.establishSession();

2 Session オブジェ ク ト を使用し てデータベースに接続し ます。URI を指

定し てデータベースに接続し ます。少な く と も、こ の URI には btrv:/
//dbname を含めて く ださい。

Database db = session.connectToDatabase("btrv:///

demodata"); 

または 

Database db = session.connectToDatabase("btrv://

user@host/demodata?password=password"); 

データベース  セキ ュ リ テ ィ および URI の詳細については、 『Advanced
Operations Guide』 を参照し て く ださい。

テーブルの取得と行セ ッ ト の作成

データベースからのテーブルの検索

Table table = db.getTable("MyTable");

こ こ で、 「MyTable」 はデータベース  テーブルの名前です。 テーブル名では

大文字と小文字を区別し ます。

また、 データベースのテーブル名の リ ス ト を取得する こ と もでき ます。

String [] names = db.getTableNames();

 Table オブジ ェ ク ト のプロパテ ィ にアクセスするには

Table オブジェ ク ト があれば、 TableMetaData オブジェ ク ト からの列と イ ン

デッ ク スに関する情報が得られます。

TableMetaData tmd = table.getTableMetaData();

い く つかの例を以下に示し ます。

// 列数を取得する

int num_columns = tmd.getColumnCount(); 

// 列 0 のデータ型を取得する

int data_type = tmd.getColumnDef(0).getType()); 

// 列 0 の列の長さ を文字数で取得する 

int col_length = tmd.getColumnDef(0).getOffset();
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 Table オブジ ェ ク ト の行にアクセスするには

Table の行にア ク セ スする には、 Table オブジ ェ ク ト で し か作成で き ない

RowSet オブジェ ク ト が必要です。

RowSet rowset = table.createRowSet();

同じ テーブルから複数の RowSet オブジェ ク ト を作成でき ます。 RowSet オ
ブジェ ク ト は、 テーブルの行を取得し た り 、 新しい行を挿入し た り 、 既存

の行を削除および更新する場合に使用し ます。 すべてのテーブルの行を繰

り 返し取得するには、 RowSet オブジェ ク ト を作成し、 PsqlEOFException が
発生する まで getNext() を呼び出し ます。

try {
   while(true) 
      Row row = rowset.getNext(); 
}
catch(PsqlEOFException ex) {
// も う 行は残っていない 
}

Rowset オブジ ェ ク ト のプロパテ ィ にアクセスするには

RowSet オブジェ ク ト があれば、RowSetMetaData から  RowSet に関する情報

を得る こ と ができ ます。

RowSetMetaData rsmd = rowset.getRowSetMetaData();

詳細については、 Pervasive PSQL Java Class Library リ フ ァ レ ン ス （Javadoc）
の RowSetMetaData ク ラ スの メ ソ ッ ド を参照し て く ださい。

行セ ッ ト 内での行間の移動

前に示し た よ う に、getNext メ ソ ッ ド を繰 り 返し呼び出し、行セ ッ ト のすべ

ての行を取得する こ と ができ ます。 行セ ッ ト の RowSetMetaData オブジ ェ

ク ト の direction プロパテ ィ を変更すれば、後方へ繰 り 返すこ と ができ ます。

rsmd.setDirection(Const.BTR_BACKWARDS);

こ のプロパテ ィ を設定し た後、 getNext メ ソ ッ ド の動作は getPrevious にな

り ます。

メ モ  以下の手順に示すよ う に、 行セ ッ ト のカ レ ンシーは、 いつで も

リ セ ッ ト し て、 最初の行の前または最後の行の後にな る よ う にする こ

と ができ ます。 これは、 行セ ッ ト 全体を繰 り 返さ な く て も、 最初の行

または最後の行を取得でき る効率的な方法です。

行セ ッ ト 内の最初の行を取得するには

1 方向を前方に設定し ます。 これはデフ ォル ト です。

rsmd.setDirection(Const.BTR_FORWARDS); 
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2 最初の行の前に行セ ッ ト のカレンシーを設定し ます。

rowset.reset(); 

3 最初の行を検索し ます。

Row first = rowset.getNext();

行セ ッ ト 内の最後の行を取得するには

1 方向を後方に設定し ます。

rsmd.setDirection(Const.BTR_BACKWARDS); 

2 最後の行の後に行セ ッ ト のカレンシーを設定し ます。

rowset.reset(); 

3 最後の行を検索し ます。

Row last = rowset.getNext();

 Row オブジ ェ ク ト の列データにアクセスするには

Row オブジ ェ ク ト は、 Buffer ク ラ ス か ら 多数の accessor メ ソ ッ ド ま たは

mutator メ ソ ッ ド を継承し ます。 これらの メ ソ ッ ド で、Row オブジェ ク ト の

バッ フ ァーに対し て列データ を設定または取得でき ます。

1 た と えば、 String と し て列 0 でデータ を取得するには、 以下の う ちの

1 つを実行し ます。

String str = row.getString(0); 

または 
String str = row.getString("ColumnName");

こ こ で ColumnName は列 0 に対し てデータ辞書で定義されている名前

です。 列名は大文字と小文字を区別し ます。

2 次に、 列 0 に対し てデータ を設定するには、 setString メ ソ ッ ド の う ち

の 1 つを使用し ます。

row.setString(0, "MyColumnData"); 

または 
row.setString("ColumnName", "MyColumnData");

3 詳細については、 Pervasive PSQL Java Class Library リ フ ァ レン ス

（Javadoc） の Buffer ク ラ スの メ ソ ッ ド を参照し て く ださい。

データの制限またはフ ィ ルター処理

行セ ッ ト 内の行を制限またはフ ィ ルター処理するには

行セ ッ ト の行を制限ま たはフ ィ ルター処理する には、 RowSetMetaData の
addFirstTerm、addOrTerm、および addAndTerm を使用する必要があ り ます。

た と えば、 テーブルの最初の列に整数データが入っていて、 その最初の列

の値が 23 よ り 大きい行をすべて取得する場合は、 以下の手順に従います。
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1 行セ ッ ト の RowSetMetaData を取得し ます。

RowSetMetaData rsmd = rowset.getRowSetMetaData(); 

2 最初の列、 つま り 列番号 0 に対し て ColumnDef を取得し ます。

ColumnDef cmd = rsmd.getColumnDef(0); 

3 行セ ッ ト のカレンシーを先頭位置に リ セ ッ ト し ます。

rowset.reset(); 

4 最初の条件を追加し ます。

rowset.addFirstTerm(cmd, Consts.BTR_GR, "23"); 

5 getNext を呼び出し て 列 0 が 23 よ り も大きい最初の行を取得し ます。

Row row = rowset.getNext();

RowSetMetaData の addOrTerm および addAndTerm を使用し て項目を追加

する こ と ができ ます。 これらの メ ソ ッ ド を使用すれば、 SQL の WHERE 句
と同じ よ う に、 さ らに複雑なフ ィ ルター処理を設定でき ます。

行セ ッ ト から列を選択するには

RowSetMetaData の メ ソ ッ ド  addColumns お よ び dropColumns を使用すれ

ば、 SQL の SELECT ステー ト メ ン ト と同じ よ う に、 取得する列のサブセ ッ

ト を指定でき ます。noColumns パラ メ ーターを True に設定し て行が作成さ

れていない限 り 、 デフ ォル ト では、 行セ ッ ト はすべての列データ を取得し

ます。

RowSet rowset = table.createRowSet(true);

こ の場合、 列は取得されません。 その代わ り 、 行セ ッ ト を作成後、 行の一

部または全部を削除でき ます。

RowSetMetaData rsmd = rowset.getRowSetMetaData();

rsmd.dropAllColumns();

次に、 対象の列のセ ッ ト を行セ ッ ト に追加でき ます。

rsmd.addColumns("LastName", "FirstName");

行セ ッ ト に列を追加するには、 列名または列番号を使用でき ます。 詳細に

つい て は、 Pervasive PSQL Java Class Library リ フ ァ レ ン ス （Javadoc） の

RowSetMetaData ク ラ スの addColumns メ ソ ッ ド と  dropColumns メ ソ ッ ド の

項を参照し て く ださい。

列番号で行内の列データにア ク セスする場合、列番号は addColumns メ ソ ッ

ド と  dropColumns メ ソ ッ ド によ って生成される新しい順序の影響を受ける

ので、 注意し て く ださい。 た と えば、 FirstName は最初は行セ ッ ト の列番号

3 であった場合、 すべての列を削除し た後に LastName と  FirstName を追加

する と、 FirstName の列番号は 1 にな り ます。
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イ ンデ ッ クスで行を取得するには

定義された イ ンデッ ク ス を比較演算子と共に使用すれば、 行を取得でき ま

す。 た と えば、 イ ンデッ ク ス  Last_Name が仮想テーブルの LastName 列で

作成されている場合、以下のこ と を実行し て Smith と い う  LastName を持つ

行を検索する こ と ができ ます。

1 行セ ッ ト の RowSetMetaData オブジェ ク ト を使用し て、 イ ンデッ ク ス

Last_Name を使用する よ う にア ク セス  パス を設定し ます。

rsmd.setAccessPath("Last_Name");

2 イ ンデッ ク ス名を使用し て イ ンデッ ク ス  オブジェ ク ト を作成し ます。

名前の代わ り にイ ンデッ ク ス番号を使用でき ます。

Index index = rowset.createIndex("Last_Name"); 

3 イ ンデッ ク スに対し て LastName 列のデータ を設定し ます。

index.setString("LastName", "Smith"); 

4 LastName = = Smith の最初の行を取得し ます。 

try {

   Row row = rowset.getByIndex(Consts.BTR_EQ, index); 

} 

5 発生する例外を把握し ます。

catch(PsqlOperationException ex) { 

エラー コード  = = 4 であ る場合、LastName = = Smith を持つ行は存在し

ません。 これは、 正常なオペレーシ ョ ン と見なすこ と ができ ます。 

ステータ ス  コー ド が 4 でない場合、 「見つから ない」 以外の何らかの

理由でオペレーシ ョ ンが失敗し ています。

if (ex.getErrorCode() != 4) 

   throw(ex); 

} 

イ ンデッ ク スが重複キー値を許可する場合は、 比較演算子に適合する最初

の行が返されます。 返された行は現在の行にな るので、 イ ンデッ ク スに基

づいて、 行セ ッ ト の getNext メ ソ ッ ド で次の論理行を取得でき ます。

テーブルの TableMetaData オブジェ ク ト か ら イ ンデッ ク ス名の リ ス ト を取

得でき ます。

String [] index_names = 
table.getTableMetaData().getIndexNames();

イ ンデッ ク スに名前を付けな く て も よいこ と に注意し て く ださ い。 その場

合、 代わ り にイ ンデッ ク ス番号を使用し て く ださ い。 イ ンデッ ク ス番号は

ゼロから始ま り ます。
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行の挿入、 更新または削除

新しい行を挿入するには

1 まず、 新しい Row オブジェ ク ト を作成し ます。

Row row = rowset.createRow();

2 行の列データ を設定し ます。

// 列 0 のデータ を設定する 

row.setString(0, "Column0String"); 

// 列 1 のデータ を設定する 

row.setInt(1, 45); 

// 列 2 のデータ を更新する 

row.setDouble(2, 99.99);

3 次に行を挿入し ます。

rowset.insertRow(row);

こ の新たに挿入された行は、 行セ ッ ト の現在の行にな り ます。 行セ ッ

ト のカレンシーを挿入によ り 変更し た く ない場合は、 オーバーロード

版の insertRow を使用でき ます。 これは、 カレンシー変更な し （NCC）

を示すブール引数を と り ます。

rowset.insertRow(row, true);

行セ ッ ト の現在の行は変更されません。

行またはレ コー ド を更新するには

1 まず、 行セ ッ ト の行取得 メ ソ ッ ド、 getNext、 getByIndex などの 1 つを

呼び出し て、 行を取得し ます。

Row row = rowset.getNext();

2 行の列データ を変更し ます。

// 列 1 を更新する

row.setInt(1, 45);

3 次に行を更新し ます。

rowset.updateRow(row);

次に示すよ う に NCC （No-currency-change ： カ レ ンシー変更な し） が示さ

れていない場合は、 insertRow のよ う に、 新し く 更新された行が行セ ッ ト の

現在の行にな り ます。

rowset.updateRow(row, true);
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行またはレ コー ド を削除するには

1 まず、 行セ ッ ト の行取得 メ ソ ッ ド、 getNext、 getByIndex などの 1 つを

呼び出し て、 行を取得し ます。

Row row = rowset.getNext();

2 次に行を削除し ます。

rowset.deleteRow(row);

削除する行は、 現在の行、 つま り 、 最終取得オペレーシ ョ ンから返された

行であ る必要はあ り ません。 削除する行が現在の行でない場合、 deleteRow
メ ソ ッ ド はその行を現在の行にし た後削除し ます。削除後、getNext を呼び

出すと、 その削除された行の後の行が返されます。

複数のオペレーシ ョ ンによる ト ラ ンザクシ ョ ンへの結合

ト ラ ンザク シ ョ ンを使用する と、 一連のオペレーシ ョ ンを  1 つのオペレー

シ ョ ンに結合し、 これを コ ミ ッ ト または中止する こ と ができ ます。

一連のオペレーシ ョ ンを ト ラ ンザクシ ョ ンにするには

Session ク ラ スの ト ラ ンザ ク シ ョ ン  メ ソ ッ ド を使用し て、 一連のオペレー

シ ョ ンを ト ラ ンザク シ ョ ンにする こ と ができ ます。

次に、 ト ラ ンザク シ ョ ンの例を示し ます。

1 ト ラ ンザク シ ョ ンを開始し ます。

try {

  session.startTransaction(BTR_CONCURRENT_TRANS);

2 障害が発生する と ロールバッ クする、 い く つかのオペレーシ ョ ンを実

行し ます。

// こ こに 1 つまたは複数のオペレーシ ョ ンを追加する

3 ト ラ ンザク シ ョ ンのコ ミ ッ ト を試行し ます。 

  session.commitTransaction(); } 

  catch(PsqlException ex) 

4 エラーが検出された ら、 ト ラ ンザク シ ョ ンを中止し ます。

{ // エラーが発生 

session.abortTransaction(); }

ト ラ ンザク シ ョ ンは 「排他的」 にする こ と も 「並列」 にする こ と もでき ま

す。 ト ラ ン ザ ク シ ョ ン の詳細については、 『Pervasive PSQL Programmer's
Guide』 を参照し て く ださ い。
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バイナ リ  ラージ オブジ ェ ク ト （BLOB） の格納と取得

setObject （） および getObject （） メ ソ ッ ド は、 java io Serializable イ ン ター

フ ェ イ ス を実装する  Java オブジ ェ ク ト を格納および取得するのに使用で

き ます。 setBinaryStream （） お よ び getBinaryStream （） メ ソ ッ ド は、 Java
InputStreams を使用 し たバ イ ナ リ  データ の格納お よび取得に使用で き ま

す。 次のイ ン ターフ ェ イ ス を持つ 「単純な」 Employee オブジェ ク ト があ る

と し ます。

public class Employee implements java.io.Serializable
public int    getID();       // Employee の ID を取得する
public void   setID(int ID); // Employee の ID を設定する
public String getName();     // Employee の名前を取得する
public void   setName(String name); // Employee の名前を

設定する
public String getManagerName(); //Manager の名前を取得する
public void   setManagerName(); //Manager の名前を設定する

また、 C:\Employees\Java Duke\report.txt と い う フ ァ イルが存在し、 読み込

め る と し ます。 こ の場合、 Employee オブジ ェ ク ト の イ ン ス タ ン ス を作成

し、 さ ま ざ ま な メ ソ ッ ド を 使 用 し て 設 定 を 行 い、 デ ー タ ベ ー ス の

Employee_Data 列に格納す る こ と がで き ます。 さ ら に、 その フ ァ イ ルを

Manager_Report 列に格納する こ と もでき ます。

// 通常のセ ッ ト ア ッ プ （Driver.establishSession など） および
//employeeObject と い う 名前の Employee オブジェ ク ト の
// イ ン ス タ ン スの作成は完了済み
employeeObject.setName("Java Duke");
employeeObject.setID(123456789);
employeeObject.setManagerName("Big Boss");

FileInputStream managerReport = null;
try
{
   managerReport = new FileInputStream(C:\Employees\Java 

Duke\report.txt);
}
catch(IOException ioe)
{
   // 例外処理
}

// その行の列値を設定する 
// RowSet object （行セ ッ ト ） が既に 
// 作成されている もの とする

Row employeeRow = rowset.createRow();

// データベースの ID 列を設定する
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employeeRow.setInt("ID", employeeObject.getID());

// Employee オブジェ ク ト を行に設定する
try
{
   employeeRow.setObject("Employee_Data", 

employeeObject);
}
catch(PsqlIOException pioe)
{
   // 例外処理
}

// マネージャーのレポー ト を行に設定する
employeeRow.setBinaryStream("Manager_Report", 

managerReport);

// 行を挿入する
rowset.insertRow(employeeRow);

// これで、 データベースから この行を取得する こ と ができ る

RowSetMetaData rsmd = rowset.getRowSetMetaData();
ColumnDef cdef = rsmd.getColumnDef("ID");
rsmd.addFirstTerm(cdef, Consts.BTR_EQ, "123456789");
Row rowRetrieved = rowset.getNext();

// 行の取得後、 その行に getObject および getBinaryStream 
// メ ソ ッ ド を使用し て目的のデータ を取得する こ と ができ る 

try
{
   Employee employeeRetrieved = 
      (Employee)rowRetrieved.getObject("Employee_Data");
}
catch(PsqlException pe)
// この メ ソ ッ ド は PsqlIOException および
// PsqlClassNotFoundException の両方を ス ローする
{
   // 例外処理
}

InputStream reportRetrieved = 
   rowRetrieved.getBinaryStream("Manager_Report");

// これらのオブジェ ク ト はこれで再構成された
// オブジェ ク ト 自体または親オブジェ ク ト に定義された メ ソ ッ ド を
// 起動する こ と ができ る
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String managerName = 
employeeRetrieved.getManagerName();

// 通常はフ ァ イル全体を 1 つのチャ ン ク で処理する こ と は
// あま り ないが、 リ ソースがあれば可能
byte file[] = new byte[reportRetrieved.available()];
reportRetrieved.read(file);
 

詳細については、 「バイナ リ  ラージ オブジェ ク ト のサポー ト 」 を参照し て

く ださい。
33



Java ク ラス ラ イブ ラ リ を使ったプログラ ミ ング
Java データ型の問題点

こ こ では、 Pervasive Java プロ グ ラ マに役立つ と思われる情報を示し ます。

バイナ リ  ラージ オブジ ェ ク ト のサポー ト

Java ク ラ ス  ラ イブラ リ にバイナ リ  ラージ オブジェ ク ト （BLOB） 処理のサ

ポー ト が追加されま し た。 BLOB は大き な （最大 4 ギガバイ ト ） バイナ リ

データ を表し、 Pervasive PSQL エンジンでは、 LONGVARBINARY データ

型と し て示されます。 Java ク ラ ス  ラ イブラ リ は、 次の メ ソ ッ ド でこれらの

データ型をサポー ト し ます。 これらは pervasive.database.Row ク ラ スにあ り

ます。

public void setObject(int columnNumber, Serializable 
object),

public void setObject(String columnName, Serializable 
object),

public Serializable getObject(int columnNumber),

public Serializable getObject(String columnName),

public InputStream getBinaryStream(int columnNumber),

public InputStream getBinaryStream(String columnName),

public void setBinaryStream(int columnNumber, 
InputStream inStream),

public void setBinaryStream(String columnName, 
InputStream inStream)

こ こ で、 columnNumber は、 行バ ッ フ ァ ー内の列のシーケ ン ス番号です。

シーケン ス番号はゼロか ら始ま り ます。 columnName は行バ ッ フ ァー内の

列の名前です。 object はデータベースに格納される シ リ アル化可能な Java
オブジェ ク ト です。 inStream は、 データベースにバイ ト を ス ト リ ーム と し

て書き込むのに使用し ます。

上記の メ ソ ッ ド は 2 つのカテゴ リ に分割されます。 1 つは、 Serialized Java
オブジェ ク ト で動作する もので、 も う  1 つは JavaInputStream オブジェ ク ト

で動作する ものです。 これらのカテゴ リ は、 それぞれ次のセ ク シ ョ ンで詳

し く 説明し ます。次のセ ク シ ョ ンの例では、以下のスキーマで Employee と
い う 名前のテーブルが作成されている こ と を前提と し てます。
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メ モ  Employee_Data および Manager_Report には 「not null」 の指定が

あ り ます。 これは、 Pervasive PSQL 2000 以降のバージ ョ ンがサポー ト

する 「真のヌル」 を  Java ク ラ ス  ラ イ ブ ラ リ がサポー ト し ていないた

めです。

table Employees (SS_Num ubigint primary key, 
Employee_Data longvarbinary not null, 
Manager_Report longvarbinary not null) 

SQL インターフェイスで 「1 バイト整数列」 に挿入されたデータを
Java インターフェイスで取得することはできない

Pervasive データベース  エンジンでは、 1 バイ ト 整数は 0 ～ 255 の値を持つ

もの と解釈されます。 一方 Java では、 こ のバイ ト 型は符号付きで、 -128 ～
127 の値を持つもの と解釈されます。

こ のよ う な解釈の違いがあ るので、 データ が誤って解釈されないよ う に、

コード から以下のプロ シージ ャ を実行する必要があ り ます。

Java の解釈と  Pervasive データベース エンジンの解釈との間で、1 バイ

ト の整数を変換するには

int theOneByteInt = 0; 

pervasive.database.Row row  = _rowset.getNext(); 

theOneByteInt = row.getByte("OneByte") & 0x00FF; 

listCourses.add(theOneByteInt + " "); 

メ モ  すべての Java データ型は符号付きです。

Java データ型の詳細について、 あ るいはその他の Java 言語に関する情報

は、 http://java.sun.com/docs/books/tutorial/index.html を参照し て く ださい。
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サンプル データベース フ ァ イル

本 SDK コ ンポーネン ト に付属するサンプル データベース  フ ァ イルを使用

し て、 Java アプ リ ケーシ ョ ンを作成する こ と ができ ます。 プロ グ ラ ミ ング

の欠陥によ り データベース  フ ァ イルを壊し て し ま った場合は、SDK でイ ン

ス ト ールされたバ ッ ク ア ッ プ デ ィ レ ク ト リ か らデータベース  フ ァ イルを

復元でき ます。

サンプル データベース フ ァ イルを復元するには

1 復元する前に、 サンプル アプ リ ケーシ ョ ンや開発環境など、 データ

ベース  フ ァ イルを開いているプロ グ ラ ムを閉じ ます。

2 file_path\PSQL\SDK （デフ ォル ト の場所） にイ ン ス ト ールし た と い う

前提で、 以下のフ ォルダーを開き ます。

file_path\PSQL\SDK\JCL\samples\pvideo\pvideodb\dbbackup

Pervasive PSQL フ ァ イルのデフ ォル ト の保存場所については、『Getting
Started with Pervasive PSQL』 の 「Pervasive PSQL フ ァ イルがイ ン ス ト ー

ルされる場所」 を参照し て く ださ い。

3 こ のデ ィ レ ク ト リ にあ る フ ァ イルを  1 つ上のフ ォルダーにコ ピーし ま

すが、 手順 1 の場合は、 以下のフ ォルダーにな り ます。

file_path\PSQL\SDK\JCL\samples\pvideo\pvideodb\
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追加の Java サンプル

Java API に付属の追加サンプルがあ り ます。 まず、本 SDK コ ンポーネン ト

で提供する  2 つのテーブルの結合を実証するサンプル、 次に DEMODATA
データベースへ接続するサンプル、 最後に、 オブジェ ク ト のシ リ アル化を

実証するサンプルです。

デフ ォル ト の場所にイ ン ス ト ールし た と い う 前提で、 これらのサンプルは

以下のデ ィ レ ク ト リ に置かれます。

file_path\PSQL\SDK\JCL\samples\join 

file_path\PSQL\SDK\JCL\samples\helloworld\ 

file_path\PSQL\SDK\JCL\samples\serialization 

Pervasive PSQL フ ァ イ ルのデ フ ォ ル ト の保存場所については、 『Getting
Started with Pervasive PSQL』 の 「Pervasive PSQL フ ァ イルがイ ン ス ト ール

される場所」 を参照し て く ださい。
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